
作業療法学科 専門

発達障害作業療法評価学授業科目

作業対象学科２対象学年【担当教員名】

永 井 洋 一 必修必修･選択後期開講時期

15時間数１単位数

【概要・一般目標：GIO】

発達障害に対する作業療法評価を実施するために必要な基礎知識を身につける

【学習目標・行動目標：SBO】

１．発達障害に対する作業療法における評価の特徴を説明できる。

２．発達評価のためのスクリーニングと領域別評価の目的を説明できる。

３．姿勢・運動の発達とその評価方法を説明できる。

４．微細運動の発達とその評価方法を説明できる。

５．知覚・認知の発達とその評価方法を説明できる。

６．心理社会的能力の発達とその評価方法を説明できる。

７．日常生活活動・適応行動(遊びを含む)の発達とその評価方法を説明できる。

８．保護者との面接・児童の観察方法について説明できる。

学習方法・学習課題
備考・担当教員

SBO
番号

授業計画・学習の主題
回
数

講義１発達障害の作業療法評価総論１

〃２スクリーニングと領域別評価(評価の種類と内容概略)２

〃３運動と姿勢の発達とその評価３

〃４目と手の協調性の発達とその評価４

〃５知覚・認知の発達とその評価５

〃６心理社会的能力の発達とその評価６

〃７日常生活活動・適応行動の発達とその評価［遊びを含む］７

〃８保護者との面接・児童の観察方法８

＜発行年・価格他＞＜発行所＞＜著者名＞＜書名＞【使用図書】

2008・3,200円・（予定価格）協同医書出版社日本作業療法士協会（編）作業療法学全書第３巻 作業療法

評価学：第３版
教科書

（必ず購入する書籍）

2001・3,300円三輪書店岩崎清隆発達障害と作業療法：基礎編
参考書

授業時に資料を配付する
その他の資料

【履修上の留意点】

人間発達、小児科学の単位を取得していなければならない。

演習とセットで学習内容が構成されているので、欠席は大きなハンディとなる。

【評価方法】

出席：10％ 授業態度：20％

MinutePaper:20％ 期末試験：50％
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